
SDGs 達成に向けた取り組みに関する説明書 様式 3

日本で初めての森の入口施設森を知る「０から１へ」
森と親しむはじめの一歩を morinosがサポート
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温熱
・LOW-E トリプルガラスやセルロースファイバー断熱材の
　高い断熱性能で心地よい温度域
・大きな日射熱取得でポカポカした心地よさ
・人に気流を当てない床下空調＋薪ストーブ放射暖房で
　適度な温度ムラをつくり自分の居場所をみつける

光と風
・豊かなスペクトルの昼光を最大限に利用
・開閉できる開口部を多く配置した通風性能で
　周囲の森林や緑化された外構の気持ちいい風の取り込み
・空気環境や衛生環境を確保

自然素材
・木材、土などほぼ自然素材で作られる
・有害物質を出さない素材の選定
・高効率照明機器スペクトルの良い LED 照明を細かく制御
・防犯対策 24 時間管理システムの採用
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ゴール３達成に向けた取り組み全体コンセプト

ゴール 4達成に向けた取り組み
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・学習・執務環境に適した温熱、空気、光環境の実測と整備
・フリーアドレス方式の学習スペースを確保
・カウンターやテーブルなど、その時々に応じて場所を選べる
・可動テーブルと床下コンセントであらゆる場面に対応
・フリー Wifi の無線 LAN を完備（建物周辺の外部含む）　
・「見せる収納庫」で森の道具へ興味関心を高める
・スタッフが来場者の安全を管理しやすいガラス張りの外壁
・充実した図書の置かれたカフェコーナー
・赤ちゃんを寝かせられる広い座面のソファも設置

・「CASBEE-ウェルネスオフィス」（客観的評価）で S ランク評価
　（75.4 点 /100 点）
・「CASBEE-オフィス環境チェックリスト」（主観的評価)をスタッフ
　に実施し詳細版で 74％、簡易版で 76％の評価
　概ね客観的評価と一致
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SDGs 達成に向けた取り組みに関する説明書 様式 3

73%削減44.94GJ

morinos のエネルギー消費量

・誰でも使える、地域に開かれたオープンな施設

・みんなでデザインした「はだしの広場」

・深い軒下にコミュニケーションスペースを確保

・Hügelkultur（フ－ゲ ル 床 栽 培）や Insektenhotel（虫

の家 ）で地域の生物多様性を体験し生物環境の保全と創出

・良好な景観形成に配慮した素材の選定やボリュームの検討

レジリエントデザイン - 環境性能

　・PAL* を半減させた省エネでランニングコストを低減

　・一年間の実測データでエネルギー消費 73％削減を実現 

レジリエントデザイン - 耐震性能

　・1.6 倍の耐震性能を確保

　・常時微動測定の実測で効果を確認

今までもこれからも
みんなでつくり続ける
morinos
・森のようちえん、プレーパーク
（子どもの学習機会の創出）
・林業学生と教員「三つ紐切り」
保存会
・地元大工職人の手刻みで優
れた技術の継承に寄与
・ロッテンブルク林業大学と
の連携による視察や WS
・特別招聘教授 隈研吾 氏の意
匠原案と、挾土秀平 氏による
作品「十二単の左官壁」
・アカデミー学生の設計 WS
と左官 WS
・飛騨産業、清水建設、住友
林業など企業連携

・深い軒先による雨がかりの低減

・下地含め全木材を県内地域材とし持続可能性を高める

・新技術を含めた多様な木材利用方法のショールーム

・ウッドマイルズ評価で輸送時の CO2 を 80％削減

・トレーサビリティ確保木材の流通把握度 77％

・通気層で躯体と外壁等を切り離し内部結露を抑える

・摩擦に強い新技術「圧縮スギフローリング」

・敷地内の粘土、県内の土、ヒノキ樹皮の左官材料

・解体時に分別の容易性で廃棄物の削減

・雨水利用の井戸で雨、地面、川、海、雲、雨の循環を学ぶ

・常時実測による環境性能の効果を確認

地
域
に
開
く
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン

地
域
材
利
用
と
長
寿
命
化
の
取
り
組
み

協
働
で
で
き
たm

orinos

ゴール 11 達成に
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水の循環を学べる雨水利用は、井戸を知らない子どもたちに大人気

挟土秀平氏と学生の土壁WS

四方転びの丸太を刻む棟梁

伊勢神宮の御用材伐採などで披露される「三ツ紐伐り（みつひもぎり）」を実施

アカデミー学生+隈研吾氏 +ドイツロッテンブルク林業大学の基本設計報告会
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蜂などが暮らすホテル「ムシノス」広い軒下で交流を生む


